日独比較研究からみた地域住民のスポーツクラブ継続参加理由の差違 by 神野 宏司 et al.
日独比較研究からみた地域住民のスポーツクラブ継
続参加理由の差違
著者 神野 宏司, 鈴木 智子, 嶋? 博嗣, 松尾 順一



































































































はい いいえ はい いいえ
体調維持のため 64 10 80 20 1.6
病気の予防のため 40 34 85 15 0.21
友人との交流 64 10 45 55 7.82
運動すると気持ちがよい 66 6 60 40 7.33
運動が楽しい 60 14 52 48 3.96
運動後の食事・会話が楽しい 40 34 15 85 6.67
オッズ比の値は日本を基準１とする （人）
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みに配慮している姿勢が伺われた。アンケートの結果を見ると体調維持への関心は日独ともに高い
が、ドイツの方がやや強い傾向（オッズ比１，６）が見られた。対して日本人は病気予防が強い参加
動機となっている（オッズ比0.21）事に比べてドイツは病気予防のためよりも参加する運動プログラ
ム自体への評価が高く、身体を動かすことが楽しいから参加しているという回答が多く寄せられた。
このインタビュー結果、アンケートの結果の両方から支持され、日本人の参加動機と比べて7.33倍高
い結果が示された。また、参加者同士の交流が継続参加理由として強く日本人の7.82倍、運動後の食
事・会話が楽しいからという回答も6.67倍と対人交流に積極的と考えられる参加動機となっている様
子がうかがわれた。インタビューに示されているようにドイツは「運動は学校ではなく、スポーツク
ラブでするもの」、「スポーツクラブには長年の友人が集い楽しく交流する場」と日本とは異なる価値
観が伺えた。体力測定など自身の身体機能を客観的に評価するのは病院で行うことであり、スポーツ
クラブの目的ではないという考え方が日本とは異なることも伺えた。近年、スポーツを通じた町づく
りや地域の活性化に総合型スポーツクラブを位置づける試みがなされている。いずれも対人交流を促
し住民間のソーシャルサポートを強化するものであるが、ドイツのように幼少期からスポーツを通じ
たコミュニティが形成されていない日本ではドイツとは異なる対策が必要と思われる。
Ⅳ．結論
　日本およびドイツの地域住民がスポーツクラブに継続して参加する理由をインタビューおよびアン
ケート調査から検討した結果、以下のことが明らかとなった。
１）体調維持への関心は日独ともに高いが、ドイツの方がやや強い傾向が見られる。
２）日本は病気予防が強い参加理由となっている。
３）ドイツでは日本と比較して、身体を動かすこと自体が楽しいから参加している、また、参加者同
士の交流が強い参加理由となっていることが明らかとなった。
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